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ձͩΑΓڠ˙
˙�ฏ੒��೥౓২ௐؔ౦ࢧ෦ࡶ૲๷আڀݚձɾؔ౦ࡶ૲ڀݚձ
߹ಉڀݚձ
ɹ日時ɿฏ成30年3݄2日（ۚ）��15ʙ1���5
ɹ場所ɿ��౦ژ農ۀ大学世ా୩ΩϟンύスɹアΧデミアηンター

ԣҪߨಊ（౦ژ都世ా୩۠1�1�1ٰࡩ）
ɹ日ఔɿ
ɹɹ��15ʙ12�30ɹ��植調ؔ౦ࢧ部雑草๷除研究会ʮܣ൞؅理

と雑草๷除ʯ
ɹɹɹʮ日ຊの多様な水ాܣ൞とその؅理ʯ
ɹɹɹɹɹঃɹऎݩ（ڠ༑アグリࣜג会社）
ɹɹɹ��ʮ཈草剤・除草剤利用による水ాܣ൞雑草の効率的؅

理技術ʯ
ɹɹɹɹɹۚٱอल （ً日ຊ植物調અ剤研究ڠ会）
ɹɹɹʮクリーϐングϕントグラスを用いたܣ൞؅理ʯ
ɹɹɹɹɹ入ٱٛࢁ（��ઇҹ種බࣜג会社�）
ɹɹɹʮノシバを用いたܣ൞؅理ʯ
ɹɹɹɹɹଜԬ఩࿠（日ຊ植物調અ剤研究ڠ会）
ɹɹɹʮҵ৓ݝにおけるܣ൞؅理の現状と՝୊ʯ
ɹɹɹɹɹᚸ部ɹప（ҵ৓ݝ農ۀ૯合ηンター）
ɹɹɹʮ中ࢁ間஍水ా用のロϘット型ܣ൞草ػמの開発ʯ
ɹɹɹɹɹ上原ɹହ（長野ݝ農ۀ試験場）
ɹɹ1��15ʙ1���5ɹ��ؔ ౦雑草研究会ߨԋ会ʮ虫・ەࡉからみ

つめる薬剤఍߅性؅理ʯ
ɹɹɹ��ʮ農ۀ害虫における薬剤఍߅性発達遅Ԇのための理論

と࣮ફʯ
ɹɹɹɹɹ上ਿཾ （࢜農研ػ構౦๺農ۀ研究ηンター）
ɹɹɹ��ʮࡴ虫剤఍߅性への理論的アϓローνɿෳ数剤を組み

合わせた発達遅Ԇ手法のධՁʯ
ɹɹɹɹɹਢ౻ਖ਼ල（農研ػ構果थ஡ۀ研究部໳）
ɹɹɹʮ（Ծ୊）ەࡴ剤఍߅性の؅理ʯ
ɹɹɹɹɹࣰ原߂ （྄౦ژ農ۀ大学）�
ৄしくは࣍のサイトを͝ཡԼさい。
植調ؔ౦ࢧ部ɹIUUQ���XXX.TZPLVUZPVLBOOUPV.KQ�
ؔ౦雑草研究会
ɹIUUQT���TJUFT.HPPHMF.DPN�TJUF�LBOUP[BTTPLFOLZVLBJ�IPNF

ձ౳ڀݚ˙
˙೔ຊࡶ૲ֶձୈ��ճ大ձ
ɹ会期ɿฏ成30年�݄13日（ۚ）ʙ15日（日）
ɹɹ�݄13日（ۚ）ධٞ員会，若手の会
ɹɹ�݄1�日（土）��一ൠߨԋ・ϙスター発ද，ミχシンϙ，૯会，

学会৆ड৆ऀߨԋ，࠙ ਌会
ɹɹ�݄15日（日）一ൠߨԋ・ϙスター発ද，ミχシンϙ
ɹ場所ɿ౦ژ農工大学෎中Ωϟンύス
ɹɹ（ॅ所ɿ౦ژ都෎中޾ࢢொ3�5��
ɹɹɹి話ɿ0�2�3�7�5�25（౻Ҫ大会ӡӦҕ員長））
ɹ大会参Ճࣄલਃしࠐみɿ
ɹɹ大会ӡӦをԁ׈にਐめるため，ࣄલొ࿥に͝ڠ くྗださい。
ɹ参Ճඅ౳෷ࠐみɿ
ɹɹࣄ��લొ࿥された方は，ߨԋ会参Ճඅ，ߨԋ要ࢫඅ，࠙ ਌

会අを༣ศৼସでฏ成30年3݄ �日（Ր）までにલೲԼさい。
ɹその他ɿৄ しくは日ຊ雑草学会ϗームペーδを͝ཡԼさい
ɹ໰い合わせ先ɿ
ɹɹ日ຊ雑草学会ୈ57ճ大会ӡӦҕ員会
ɹɹ大会ӡӦҕ員長�౻Ҫٛ晴（౦ژ農工大学）
ɹɹ大会ࣄװ長ࠇ�઒ढ़ೋ（農研ػ構中ԝ農ۀ研究ηンター）
ɹɹ大会ࣄװ�ଜԬ఩࿠（日ຊ植物調અ剤研究ڠ会）
ɹɹ&�NBJM��DPOG201�!XTTK.KQ
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ฤूهޙ
ɹ日ຊւଆにפ೾がԡしدせ，෱Ҫݝでは数日間で̍
ϝートルを௒す߽ઇが降っているようです。Նは໠ॵ
で，ౙはפۃ。これも温ஆ化のӨڹでしΐうか。
ɹ݄ࠓ߸は，薬剤の൑定結果がओとなり，論จはリン
ドウの1ຊ。かΖう͡てࡌܝできた状گです。օ様から
の౤ߘをお待ちしております。ɹɹɹɹɹ（ฤूࢠ）


